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Iは じ め に

気象庁 による気象観測の開始は1870年 代 である.

それ以前の 日本における数値観測記録はわずかに存

在 し,示 唆され ることはあった.し か しなが ら,気

象データとして整備 ・公開 されることがなかった.

そ のため,過 去200～300年 間 の気候復元 には主 と

,して各種文書記録 ・樹木 の年輪などか ら推定する方

法が とられて きた.ま た日本各地に残存 している文

書記録に関 しては,そ こに記載された日々の天候記

録がデータベース化 されている(吉 村1993).文 書

記録 には気象 ・気候災害,異 常気象,生 活 ・生物季

節,河 川 ・湖沼の水位や結氷,山 の冠雪,作 物の収

穫量や価格 などの多様 な内容が含まれてお り,定 性

的または間接的なが ら,当 時の気候復元に役立 って

いる(た とえば,・荒川1955;前 島 ・田上1983; Mi

kami 1988;三 上 ・石黒1998).

一 方
,ヨ ー ロ ッパ 諸 国 で は早 くか ら長 期 気 象 デ ー

タ の 重 要 性 が 指 摘 さ れ,そ れ ら の発 掘 ・デ ー タ ベ ー

ス 化 が 盛 ん に 行 わ れ て き た(た と え ば, Manley

 1974; Jones et al. 1986; Ball and Kingsley 1984;

 Konnen et al. 1998).

日本 では, 1872年 に函館で,気 象官署による初

めての気象観測が始ま った(図1).ま た東京では,

東 京気象台 によって1875年 に,そ の後 日本各地で

公式1)の 気 象観 測 が開始 されて い る.し か し,

 1990年 代 後半 にな って, 1845年 か ら1883年 に出島

(長崎)-で オ ランダ商館員やオランダ人医師 らによ

図1　 19世 紀 の日本における気象観測記録

Fig. 1 Availability of meteorological data in 

Japan in the 19th century

って行われた気象観測記録の原簿や統計集が,オ ラ

ンダ王立気象研究所(KNMI)に 所 蔵 されているこ

とが明 らか となった.さ らに, 1819年 か ら1828年

に シーボル トらによって行われた観測の記録が ドイ

ツ,ポ ッフムのルール大学 に収蔵されていることが

明 らか となった.従 来か ら,一 部の歴史学者の間で

はその存在が知 られてお り,日 本においては最 も古

い ヨーロッパ式の体系立 った気象観測記録であるこ

とが指摘 されていた(塚 原1996).し か しなが ら,

これまでそれ らの観測記録を科学的に解析 した研究

事例はない.こ れ らの観測記録には欠測期間がある
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ものの,デ ータの均質化や補正を行 うことによって,

 1878年 に長 崎測候所 によ って始め られた公式の観

測記録 に連結する観測値 として,扱 うことが可能 と

なる.

これまで,日 本における古 い観測数値データに関

する議論 は,わ ずかに海水温 について行われたのみ

で(Komura and Uwai 1992; Manabe 1999),非

公 式,か つ均質性に問題 のある地上気象観測データ

の整備や内容,処 理方法 などに関 して全 く議論 され

てこなか った.

ここでは,筆 者らの共同研究グループが研究を進

める過程で所在が明らかとなった,気 象庁による公

式気象観測以前の観測記録について報告する.こ の

ような従来よりも時代をさかのぼった気象データの

発見 ・実用化によって,よ り長期的な気候変動の把

握が可能となるであろう.

特に,長 崎では1676～1868年 の長期 にわたって

ほぼ連続的 に毎 日の天気 が記載 され た 「諌早 家 日

記」が残存 し,そ れらの大半がデータベース化 され,

冬季 の降雪率 と気温 との相関関係に基づいて長期的

な気温変動 の復元 が試み られて いる(Mikami et

al. 2000).本 稿 で取 り上 げた出島(長 崎)の 気象

観測記録 は, 1800年 代 の 「諌早家 日記」記載 の天

気記録 と重複 してお り,観 測記録 との照合 による復

元データの検証が可能 になるとい う点か らも利用価

値が高い.

本 稿で は,こ のような貴重な気象資料の所在を 日

本 の関連する研究者に紹介 し,併 せて気象観測値 と

して扱 うための基礎的なデータ内容の説明とその歴

史的背景を中心に記述する.ま た,本 プロジェク ト

のさ らに詳細 な解析 ・考察 の結果は,別 稿(Kon

nen et a1. in press)に て報告す る.

II 19世 紀の観測記録の所在とその内容

本稿では,今 回報告する記録に関して,便 宜上五

つに分けて説明する.

1. 1819～1828ブ ロ ン ホ ッ プ/シ ー ボ ル トに よ る

出 島 デ ー タ(Blomhoff/von Siebold series at

 Dejima)

この記録 は,当 時出島にあったオ ランダ商館の商

館 長で ある コック ・ブロ ンホ ッフJ. Cock Blom

hoffと,オ ラ ンダ人医師であるフィリップ ・フラン

ツ・フォン・シーボル トP. F. von Sieboldに よ って

観測されたものである(図2).ブ ロ ンホップは1817

年 か ら1823年 まで出島に商館長 と して在任 してお

り,そ の外交手腕 には定評が あった.ま た自然科

学 ・民俗学などについての見識 も豊かで,研 究者の

支援を多 く行 い,気 象観測をはじめとする日本の科

学的調査 ・研究に貢献 した ことが,近 年の研究でも

示唆 されてい る(Legene 1998;ル ジ ェーネ2000).

シー ボル トの出島での科学的活動 については,一

般に近代医学 の日本への普及 として知 られているが,

ヨーロッパの側か らは,日 本の自然科学的 ・民俗学

的な調査 ・研究で知 られている.シ ーボル トの研究

パ ラダイムは,「 フンボル ト的科学」2)で あ ること

が指摘 されてお り,ま た気象観測における観測機器

の使用による 「自然の記述の数量化」とい う科学史

的なターニングポイントがあ った ことなど,さ まざ

まな検討が進んでいる(塚 原1996).そ の意味で も,

本資料の歴史的価値は高 く,ア ジア各地,さ らに前

後の時代の資料などと比較検討 し,こ れ らを総合的

に研究する意義は気象学的 ・歴史学的,共 に大 きい

ものと考え られる(塚 原1999, 2001).

デ ー タに は,観 測 の空 白期 間(1823年11月 ～

1824年12月)が あ り,そ れ は,ブ ロンホッフとシ

ーボル トによる観測 を区切 るものである
.便 宜的に,

空 白期間の前,す なわちブロ ンホ ッフによる観測記

録 をブロンホッフデータ(1819～1823年),後 の シ

ーボル トによる記録 を シーボル トデータ(1825～

1828年)と 呼ぶ.ブ ロンホ ッフデータは気温 のみ

で,観 測 は1819年6月 まで屋 内,そ の後屋外 に移

り, 1821年1月 か らは屋 内 ・外で行われて いる.
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図2　 シー ボ ル トデ ー タ

Fig. 2 Siebold data

また,シ ーボル トデータには, 1825年11月 ～1826

年11月 の 空白期間が あり, 1825年 までが気温 のみ,

 1826年 以 降は気温 に加えて気圧 ・湿度 も測定 され

ている.ブ ロンホ ツフ/シ ーボル トデータの原簿 は

手書 きのもので,現 在 ドイツのボッフムにあるルー

ル大学附属図書館に シーボル トコレクション(von

 Siebold undated)と して保存 されてお り,シ ーボ

ル トカタログ(Schmidt 1989)に よ って,文 書番

号が付 されている.ま た,そ れ らの コピーの一部が

東洋文庫(東 京)と 長崎市立図書館にも所蔵されて

いる.ブ ロンホ ッフデータには,筆 跡の異なる重複

した記録がある.そ れは栗原(1997)や,著 者の一

人である塚原の見解によると,一 方 はブロンホップ

によって書 かれたオ リ'ジナルの記録,も う一方 はシ

ーボル トが書 き写 したものと考え られている
.ま た,

シ ー ボル トデー タに は, 1825年 の 一年 間,江 戸

(Yedo)と 長 崎で同時に観 測を行 った記録があ る

(von Siebo1d文 書 番 号20123-20145,図1).さ ら

に,シ ーボル トは1826年3～7月 の江戸参府の際に

も,長 崎か ら江戸までの移動気象観測を行 っている
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(von Siebold文 書 番号20149-20162).こ の間,シ

ーボル トが出島で使用 していた測器 を持 って江戸参

府を行 ったと考え られ,出 島のオランダ商館での観

測は行われず,記 録は残されていない.

気 温は華氏で記録され,当 時オ ランダ商館の商館

長 によって記 された業務 日記,す なわちオランダ商

館長 日記(Cock Blomhoff 1820;日 蘭 学会1997)

で,商 館長 ブロンホ ップは,「 昨夜 中も本 日も同 じ

く,ひ どく雪が降 り,雨 が降り,雹 が降 り,そ して

結氷を見た.そ のため昨夕 と今朝 は寒暖計が32度

を 示 した.」 と記載 して い る.ま た, 1820年1月

12・20日(Cock Blomhoff 1820)と1823年1月

20～23日(Cock Blomhoff 1823)に も同様の記載

が認 められた.こ れにより,ブ ロンホッフデータの

気温 に関 しては,温 度計がおおよそ正常 に機能 して

いたと推測できる.シ-ボ ル トによる気温観測では,

シーボル トがブロンホ ッフの使用 していた温度計を

そのまま利用 したか,ま たは新 しいものに置 き換え

たかは明 らかでない.

気圧の観測 はシーボル トデータのみで,オ ランダ

商 館長 日記(Cock Blomhoff 1820, 1823)で は,

ブロンホッフも しば しば気圧を記録 しているが,一

連 のブロンホッフデータの記録 には気圧観測の記録

は含まれていない.シ ーボル トによる気圧の記録 は,

 1826年11月1日 か ら1828年9月29日 にわた り,

 1827年9月23日 を境に,そ れぞれ異な った単位系

で記録 されてい る.前 半 は,ラ イ ン(12分 の1イ

ンチ)で フレンチインチ(1 inch=2.707cm),後

半 は10進 法(10分 の1イ ンチ)で イ ング リッシュ

イ ンチ(1 inch=2.540cm)で あ る. Middleton

(1964)に よ ると, 19世 紀初めの ヨーロッパで使用

されていた気圧計測の単位は,イ ングリッシュイ ン

チまたはフレンチイ ンチが主流であった.記 録後半

のイング リッシュイ ンチによる記録は,そ の旨を記

した シーボル トの説明があ ったが,前 半のライン単

位のフ レンチイ ンチに関 しては何の記載 もな く,筆

者 らの検証 によって明 らかとなった.ま た,ブ ロ ン

ホ ッフとシーボル トは,お のおのの気圧計を使用 し

ていたと考え られる.な ぜなら,ブ ロンホッフはオ

ランダ商館長 日記(Cock Blomhoff 1820, 1823),

の 中で,イ ングリッシュイ ンチで気圧 の記述を して

いる.一 方,シ ーボル トは1826年 に彼 が独 自・に入

手 した測器で フレンチインチによる気圧観測を開始

し, 1827年9月23日 か らはシーボル ト手製 の二つ

の気圧 計(う ち・一つはす ぐに故 障によ り,使 用停

止)を 用いたイ ング リッシュインチによる観測を行

ってお り,デ ータの記録形式や使用 した単位,シ ー

ボル ト自身が作成 した測器の使用事実か ら,上 述 の

ように推測できる.ま た温度補正に関 して は,シ ー

ボル トによる詳細 な観測概要に明記 されていない.

そ こで,オ リジナルデータ,オ リジナルデータを温

度補正 したデータ,そ して気象庁の時別気圧 データ

(1991～1996年)を 用 いて気圧の 日変化を比較 した.

その結果,オ リジナルデータの気圧 日変化 には時別

気圧 データのそれに対 して,一 貫 した差が認め られ,

温度補正後のデータは,時 別気圧 データの日変化 と

ほぼ同様になった.こ れによ り,気 圧のオ リジナル

データには温度補正を行 っていないもの と推察でき

る.

気圧計が変更 された1827年9月23日 を境に,気

圧 の値 に約7hPaの 降下 が認 め られる.こ の傾向

は,シ ー ボル トによる観測 の終わ り(1828年9月

29日)ま で続 く.そ の原 因 として, 2hPa程 度 の

降下 であれば,温 度補正の適用が開始 された影響の

可能性 も考え られ るが,さ らに5hPa分 の 降下の

原因はいまだ不明である.

シ ー ボ ル トは ま た 湿 度 の 観 測 も行 っ て い る.湿 度

計 は シ ー ボ ル ト手 製 の も の で, "manufactured

 from a hair of a Japanese beauty which was

 scalded in soda and then in pure water" (von

 Siebold文 書 番 号20211, 04930)と い う記 述 が あ る.

観 測 は モ ル ゲ ンMorgen・ ミ ッ タ ー クMittag・
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アーベ ン トAbend,す な わち朝 ・昼 ・夜 の1日 に

3回 行われ,観 測状況の記載 には っきりとした観測

時間の記述 はなか った.し か しなが ら,記 録の一部

に,日 々の観測記録 とは別 に,気 温 と気圧の2日 間

にわたる毎時 の観測記録(1828年2月19・20日 と

8月25・26日)が あ る(von Siebold文 書 番 号

04957, 20224-20225).そ の観測記録 と日々の観測

記録 とを照合 した結果,実 際の観測時間は長崎地方

時(Loca1 Time以 下L. T.と 略 す)の6:00・12:

00・22:00で あ ることが判明 した.ま た,当 時世界

各地に居留 していたオ ランダ人は,経 度か ら算出 し

た地方時を使用 してお り,長 崎 の地方時(L. T.)

は現 在の日本標準時(JST)+0:20で あ る.

1826年11月 ～1827年9月 の期間には}1日6回

の観測結果が記録 されており,明 確な観測時刻 は記

述 されていない.そ こで,ア メダス(AMeDAS)

の気温時別 データを用いて現在の長崎の気温 ・気圧

の日変化 と,シ ーボル トデータの気温 ・気圧の各6

回 観測時刻の値 とを比較 した.そ の結果,6:00・9:

00・12:00・15:00・18:00・22:00 L. T.で あると判

定 した.

2. 1845～1858出 島 デ ー タ(Dejima data)

ブロンホッフ/シ ーボル トデータの観測は,個 人

的な探究心 ・研究心から行われたようであるが,出

島データ(図3)は 当時のオランダ政府の要請によ

る気象観測で あ る.最 初 の観測者 はモーニ ッケ0.

 G. J. Mohnicke (1845～1851年)と モーニ ッケの

助手であるバ ツスルJ. A. G. A. L. Bassle (1845～

1848年),そ し て ル ー カ スF. C. Lucas(1848～

1852年)で あ る.モ ーニッケは 日本で種痘を初 め

て成功させた医師として知 られており,ま た日本に

初 の聴診器 をもた らしている.彼 は,オ ランダ領東

イ ンド(現 在のイン ドネ シア)で の気象観測にも参

加 している.気 象学史的にみると,こ の当時のオ ラ

ンダ本国では,ア ジアの植民地地域および極東にお

け る世 界 的 な気 象 観 測 ネ ッ トワ ー クの 形成 と

KNMIの 設 立 とい う,歴 史 的背 景 が認 め られ る

(van Lunteren 1998). 1852年10月 に ルーカスが

死亡 した後,バ ッスルが さらに1年 間観測を引 き継

いだ.続 いて}医 師で あるブロックJ. K. van den

 Broek (1854～1857年)が 観測 を行 った(Dejima

 Documents 1853).最 後 の観 測者 は,医 師 のボ ン

ペ ・ファン・メールデルフォール トJ . L. C. Pompe

 van Meerdervoort (1857～1862年)で ある.ポ ン

ペは,日 本 の海軍伝習に参加 したオ ランダ海軍の軍

医として有名であ り,そ の授業の内容 は松本良順 ・

司馬凌海 らによる多 くの編訳書があ り,日 本医学史

上,重 要な役割を残 していることが知 られている.

科学史上 においても,ポ ンペの貢献 は多岐にわたる

もので,単 なる西洋医学の導入 にとどまらず,シ ー

ボル トに端を発 した長崎での医学教育が,ポ ンペの

頃には総合的科学 としての医学教育 として展開 した

ものと考え られ,気 象学 ・測器 ・観測方法などにつ

いて も,最 新の情報が もた らされていた もの と考え

られ る.

観 測 の 記 録(図3: 1845年1月 ～1948年9月,

 1848年10月 ～1856年7月, 1857年11月 ～1858年

12月)は,そ れ ぞ れStamkart (1851), KNMI Year

book (1855, 1856), Pompe van Meerdervoort

 (1859a, b)(図4)と して 出版,公 表 さ れ て い る.

観測要素は, IIの1の ブロンホ ッフ/シ ーボル ト

デー タより多岐にわたり,気 温 ・気圧 ・湿度 ・降水

量 ・風 向風速 ・雲量であ る.観 測時間は6:00, 9:

00, 15:30, 22:00 L. T. (気圧 と雲量のみ)と 記載

されて いる. 1845年1月 ～1848年9月 のデータに

関 して は,気 温 ・気圧 ・湿度 ・降水量 ・雲量 は10

日間平均値のみの記録である. 1849年10月 ～1851

年9月 の間 は, 15:30 L. T.で はな く15:00 L. T.に

観測が行われている. 1849年10月 ～1855年9月 に

は,毎 日の時別気温 ・気圧 ・湿度 ・風向風速 ・雲量

の記録がある. 1855年11月 ～1856年7月 は,気 温
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図3　 出島デーダ

Fig. 3 Dejima data

と気圧の月平均値のみとなっている.

Stamkart (1851)に よ ると,温 度計 ・気圧計 は

建物の北側外壁1mの 所 に設置されていた.し か

し明確な観測内容 は現在のと1ころ,オ リジナルの記

述 か ら得 られていない.ま た, Pompe van Meer

dervoort (1859b)で は,気 温 は風通 しの良 い三つ

の異なった部屋にそれぞれ設置 した三つの温度計の

平均値であると報告されている.ポ ンペによる観測

開始時に,温 度計が屋外か ら屋内に移 されたようで

あるが,実 際に測器が屋内に移された日や常時三つ,

の温度計の平均値が記録 されていたかどうかなどの

明確な観測内容 の情報は,オ リジナルの記述か らは

得 られていない.

また,温 度計の氷点 による検定が降雪時に2度 行

われ た記述があ る. 1回 目 は, 1848年1月17日 で

温度 計 の値 は正 しい ことが証 明 され(Stamkart

 1851), 2回 目 の1852年2月4日 の検 定 では, 0.8

℃ 高 く表示 され る ことが明 らか とな り(KNMI

 Yearbook 1856),そ の差 は原簿の観測値へ反映 さ

れている(KNMI Yearbook 1855, 1856).

気 圧計 は水銀柱製で,観 測初期はオ ランダの シー

ボル トか ら送 られた ものが使用され(KNMI Year

book 1855),そ の後1848年10月 ～1851年10月 の

間,同 タイプのヘ ベルバ ロメ-タ-HEVEL Ba-
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図4　 出島文書データ

Fig. 4 Dejima document data

rometerが 使 用 されていた(Stamkart 1851).こ

の期間,気 圧計 の不調の ため最高値 と最低値のみが

記録 されている.そ して再 び1851年 以 降は,最 初

の気圧計が使用され,検 定 も行われている(KNMI

 Yearbook 1856; Pompe van Meerdervoort 1859a,

 b).当 時,公 開 され る気圧 デ-タ には気温補正 は

行 うが,重 力補正は行わないことが一般的であった

(Onnen 1844).よ って,出 版 された観測記録 は気

温補正が施されているものとし,そ れ以外のオ リジ

ナル の原簿か ら読み取 った気圧 データには,気 温補

正が必要であると考え られる.

降水量は常時観測されていたが,公 表されている

記録 は1852年 以 降の ものである.そ の理 由として,

 Dejima Documents (1853)に よ る と,雨 量計 の

不調が挙 げられている.ま た,ポ ンペによる降水塁

の記載は,月 初めか らの積算値またはひと雨の積算

値を,日 ごとに報告 したものである.こ の場合,日

別降水量の算出はたやすいが,こ の事実に気付かな

かった場合,記 録中には非現実的な日降水量の値が

数多 く存在することになる.

最 後の観測者であるポンペは1862年 まで 日本に

滞在 し,観 測 も行 っていた ことが明 らかとな ってい

る(Geerts 1875).1858年 以 降 の観測記 録の探索

を,日 本 ・オランダ ・イン ドネ シアの関係各所で行
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ったが,さ らなる観測記録の発見 には至 っていない.

も し,ポ ンペが観測記録 を祖国のオ ランダに持ち帰

ろうとしていたならば,そ の帰国途中に起 こった船

の座礁によって紛失 したことも考え られる.ま た,

ポ ンペは1861年 に,長 崎病院(IIの4参 照)を 設

立 してお り, 1861年 以 降 はそこで観測 を行 ってい

た ことも考え られ るが, IIの4の 観測記録 も1871

年 以 降であ り,そ れ以前 の記録 は含まれていない.

今 後 も,筆 者 ら研究 グループは,こ の期間の観測記

録の情報収集 と,探 索を続ける予定である.

3. 1852～1853出 島 文 書 デ-タ(Dejima Docu

ments data)

この記録 は, KNMIに よ って出版 された前出の

出島データの欠測 している部分である(図4参 照).

この記録 は,最 近 になって,オ ランダの ロッテルダ

ム港近 くで発見された.こ れ らは,手 書きのままの

記録で,観 測要素は前出の出島データと同様で,降

水量 も含んでいる.気 圧データは気温補正 されてい

ない.し か しなが ら,付 着温度計の値が報告 されて

いるため,気 温補正は可能である.観 測者は,バ ッ

スルであった.

4. 1871～1878長 崎 病 院 デ ー タ(Nagasaki Hospi

tal data)

Nagasaki Hospital (長 崎 病 院)は, 1861年9月

20日 に,出 島 か ら 南 東 に 約500m離 れ た 丘 の 上

(現 長 崎 市 立 佐 古 小 学 校,標 高37m)に,医 師 で あ

る ポ ンペ に よ っ て 設 立 さ れ た(Pompe van Meer

dervoort 1868).そ の 後,ポ ン ペ は1862年11月

に 日本 を 離 れ る.そ れ 以 後, 1871年 ま で 観 測 は 行

わ れ て い な か っ た と 思 わ れ る.そ して, 1871年11

月 に 薬 剤 師 で あ る ゲ-ル ツA. J. C. Geertsに よ っ

て 観 測 が 再 開 され,次 に1874年11月 か ら医 師 の フ

ァ ン ・ レ-ウ-エ ン ・フ ァ ン ・ダ ウ フ ェ ン ボ-デ

W. K. M. van Leeuwen van Duivenbodeが 引 き

継いでいる.ゲ-ル ツは日本での薬品検査機関の設

置を政府に具申するなど,薬 品の検査をはじめとし

て,京 都および横浜試薬場の設立に参加し,日 本初

の薬局方の制定に尽 くした人物である.ま た京都舎

密局における彼の化学教育 ・研究は,温 泉水の分析

や日本産鉱物の分析などにわたり,日 本薬学史 ・化

学史上での貢献も大きい.ゲ ールツらの気象観測は,

オランダによる海外での科学的調査研究活動のネッ

トワークに位置付けられるものと考えられる.

1871年11月 ～1877年12月 ま での1日3回 毎 日

の 観 測 記 録(図5)は, KNMI Yearbook (1875 ,

 1876, 1877)に よ り報告 されている. 1878年 の記録

は,月 平均 気 温 と気 圧 の値 の み がKNMI Year

book (1878)に 記 載 されている.

さ らに, 1879～1880年 の 気温 ・気圧 の積算月平

均値 と1881・1882年 そ れぞれの月平均値 も記録 さ

れ て い るが(KNMI Yearbook 1880), 1878年7

月か ら観測 を始 めている長崎海洋気象台のデ-タ と

比較すると,全 く同 じ数値 となるため,長 崎病院デ

ータの1879年 以 降の記録 は
,長 崎海洋気象台のそ

のものの値である可能性 も考え られる.よ って,長

崎病院での観測 は,フ ァン ・レーウーエ ン ・ファ

ン ・ダウ フェ ンボ ーデが 日本 を発 った とされ る

1878年12月 頃 に打ち切 られたと推察で きる.

1873年1月1日 の気圧 データに,約4.5hPaの

異 常な低下がみ られ,そ の傾向 は1874年10月31

日 ま で 続 い て い る.そ して, 1874年11月1日

(KNMI Yearbook 1876)か ら再 び以前 の レベルに

戻 っている.月 平均値の場合 も同様な傾 向が認め ら

れ, 1年10カ 月 間 も傾 向が継続 していたため,人

為的な影響があ ったと思われる.ま た,約4.5hPa

とい う値 は,デ-タ の観測地点である長崎病院の高

度補正値分 とほぼ等 しく,こ の不連続の原因 は,明

らかに観測者またはKNMIが 高 度補正の適用 を怠

ったためであると推測できる.
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図5　 長崎病院データ

Fig. 5 Nagasaki Hospital data

5. 1871～1874長 崎 灯 台 デ ー タ(Nagasaki Light

house dada)

1860年 代 後半か ら日本沿岸 に15の 灯 台が建設 さ

れた.そ の うちの一つがNagasaki Lighthouseで,

長 崎市 の中心部か ら西南西 に10kmほ ど離 れた伊

主島に位置 して いた.観 測記録中の要素 は,気 圧

(イ ング リッシュィ ンチ ・10進 法 ・温度補正済 ・海

面更正済 ・重力補正未)と 気温,降 水量で,観 測時

刻 は,9:00お よ び21:00 L. T.で あ る.観 測高度は

59.4mで あ った.日 本各所15地 点 の灯台で観測さ

れた記録は,横 浜のイギ リス人灯台長 に集め られ,

集計 された.そ の後,テ ィザー ドTizardが1871～

1874年 分 の デ-タ を解析 し,出 版 した(Tizard

 1876).そ の 中で,彼 は気圧 データに気温補正 ・海

面更正 を行 っている.し か し,前 述の通 り観測時 に

これ らの補正はすでに行われており,テ ィザー ドは

二重にデ-タ 補正を行 ったことになる.こ の事実に

関 しては,現 在の長崎海洋気象台デ-タ との比較で

も検 証 済 み で あ る. Tizard (1876)で は1871～

1874年 の4年 間の月平均値 のみが報告 されている.

この報告 の基 になった日 ・月 ごとの観測 データはい

まだ所在がわか ってお らず,早 期発見が求め られる.

IIIま と め

気象庁による気象観測開始以前に,日 本で行われ

た気象観測の記録に関して,そ の所在と記録内容を

報告 した.観 測の行われた歴史的背景,測 器の精

度 ・観測スケジュール ・観測者の受けた教育などの
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諸条件のために,記 録 それぞれに気象観測データと

しての質的な格差が認め られた.

このような日本 における非公式の観測記録は長崎

以外に も残存 していることがわかっている.筆 者 ら

の共同研究 グループは,今 後 も各地で調査 と検証,

そ してデータベー ス化および補正作業を行 ってい く.

本資料のような非公式ではあるが,あ る程度体系

立 った気象観測記録によって,よ り長期 にわたる気

候変動の定量的な把握が可能になるほか,代 替 デー

タによる推定結果の検証,将 来予測の精度向上 にも

役立つ と考えられる.

今 回報告 した出島(長 崎)で の観測記録の気温 ・

気圧に関 して は筆者 ら共同研究グループがデータベ

ース化を完了 しており,一 般 に入手可能 となってい

る3).そ の他 の観測要素に関 して も今後,デ ータベ

ースとして整備する予定である
.

なお,デ ータベース化の完了 した気温 ・気圧デー

タに関連 して,月 平均値 レベルでのデータのクオ リ

テ ィーチェックと補正 に関する議論 ・データの一覧

につ いて はKonnen et al. (in press)を,ま た今

回報告 した観測記録のよ うに, 1日 数回の限 られた

観測値か ら,現 在 の1日24回 観 測値 による日平均

気温を推定する方法 に関 してはZaiki et al. (2002)

を参 照 されたい.

(投稿 2002年2月7日)

(受理 2002年10月12日)

注

1) 本稿では,気 象庁管轄下で行われた観測データを公式,

それ以外のものを非公式として,記 述する.

2) 「フンボルト的科学Hunboldtian Science」 の概念は,

スーザン・キャノンによって定義されたもので,科 学史

上,ア レクサンダー・フォン・フンボルトのフィールド

における科学研究のスタイルが,あ る時期以降の科学研

究に,範 型(パ ラダイム)と しての枠組を与えていたと

いうことを示した歴史上の概念である.ト マス ・クーン

によって提示された 「ベーコニアン(ベ ーコン主義)科

学」や,ゲ ーテに代表される 「ロマン主義科学」などと

いうさまざまなサブ・パラダイムに並び 近代科学成立

期の一つのスタイルを定義付ける重要な概念である.気

候学においては,フ ィールド研究のフンボルト的なスタ

イルや,ベ ーコン主義的な観測の数量化の問題などが,

科学史上,さ まざまな角度から検討されている.

3) http://www.cru.uea.ac.uk/cru/data/nagasaki.htm
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